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藻場の減少が急速に進む志摩半島をはじめ、県内各地で藻場再生に向けた取組
（植食性魚類やウニ類の駆除、スポアバッグの設置）が行われています。活動の
成果を把握するため、藻場の簡易なモニタリング手法が求められています。
そこで、ドローンを用いて藻場の分布を把握する技術を鳥羽商船高等専門学校

と連携して開発しました。
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藻場領域を抽出 閲覧サイトで保存管理

◆ ドローンを飛ばすだけで、簡単に藻場の分布を記録可能
◆ 撮りためた画像を比較することで、藻場面積の変化を比較

➡ 漁業者による藻場再生に向けた取り組み支援に活用！

（2023年3月発行）

調査方法と記録の閲覧


